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公益財団法人
調布市文化・
コミュニティ振興財団

調布市文化協会

　調布市は，誰もが文化芸術活動を育むことが

できるよう，平成２７年１１月の市制施行６０周
年記念式典で行った「豊かな芸術文化・スポー
ツ活動を育むまちづくり宣言」に基づき，多様な

主体との連携の下，「調布国際音楽祭」や「調布
よさこい」，「調布市民文化祭」，「映画のまち調布 
シネマフェスティバル」をはじめとする様々な文
化芸術の推進に向けた取組を展開しています。
　このたび，国や東京都の政策動向，文化権等の

考え方を踏まえ，とりわけ次代を担う若年層へと

地域の伝統文化を継承し，文化芸術を通して心の

　本計画は，「文化芸術基本法」及び「障害者文
化芸術推進法」に定められた文化芸術に関する施
策の推進及び障害者の文化芸術活動に関する施
策を推進することを目的として策定するものです。
　策定に当たっては，国や東京都の関連政策は

もとより，市の基本計画及び関連する個別計画
との整合を図るとともに，「豊かな芸術文化・スポ
ーツ活動を育むまちづくり宣言」の理念に基づき，

豊かさと創造性を育み，多様性を尊重する環境整
備はもとより，これまでの文化芸術の取組を体系
的に整理するとともに，関連分野との連携に向け

た検討を図りながら，今後も，発展的に文化芸術
の推進に取り組んでいくため，中長期的な基本的
な方向を示す計画として，「調布市文化芸術推進
ビジョン（以下，「計画」という。）」を策定します。

様々な文化芸術の推進に向けた取組を展開して

います。
　調布市基本計画では，調布市基本構想に即し

て，まちの将来像「ともに生き ともに創る 彩りの

まち調布」の実現につなげるため分野別計画に

おいて各施策を推進しており，本計画も基本計
画に掲げる施策に基づいた事業を展開していき

ます。

大学など教育機関の集積
電気通信大学
桐朋学園大学
桐朋学園芸術短期大学
白百合女子大学
東京慈恵会医科大学
明治大学付属明治高等学校・明治中学校　など

過去１年間の
文化芸術の鑑賞率 

鑑賞を
やめた（あきらめた）経験 
鑑賞をやめた（あきらめた）理由
時間があわない，行ける時間に行われていない ５３．２％
入場料・交通費など費用がかかる ２０．３％

過去１年間の
文化芸術の活動率 
文化芸術活動をしていない理由
関心がない ２３．８％
時間があわない，行ける時間に行われていない １０．２％
仕事・学業などで時間がとれない １０．２％

文化的な環境の満足度 
市内の文化的な環境をより充実させるために大切なこと
ホール・劇場，博物館などの文化施設の充実 １９．２％
公演，展覧会，芸術祭などの文化事業の充実 １５．２％
子どもが文化芸術に親しむ機会の充実 １４．３％

文化施設
グリーンホール，文化会館たづくり，せんがわ劇場
つつじケ丘児童館ホール
各公民館
郷土博物館
武者小路実篤記念館　など

歴史的な文化資源
国指定文化財 ４件
国登録文化財 １１件
都指定文化財 ４件
(有形文化財２件・史跡１件・天然記念物１件)
市指定文化財 ６２件

（１）　誰もが文化芸術を鑑賞でき，参加し，創造することができる地域づくり

（２）　調布が誇る歴史と文化を未来につなぎ，まちの活力につなげる

（３）　市内の文化芸術関係の団体や人材と連携した取組

（４）　産業・観光・福祉・国際交流など文化芸術以外の分野との連携した取組

（５）　文化芸術の推進に向けた各種取組を広く発信

映画・映像関連産業の集積
株式会社角川大映スタジオ
日活調布撮影所
高津装飾美術株式会社
東映ラボ・テック株式会社
株式会社白組　など

関係機関・団体との連携・協力
主たる関係機関・団体との連携，協力の下，
文化芸術を推進します。

市の役割
多彩な文化資源を生かし，行政としての役割
を組織横断的連携の下，計画的に取り組み
ながら，市の文化芸術を推進します。

1 市民の文化芸術活動を育む
環境整備の充実

2 文化芸術の担い手となる人材の
育成・専門性の向上

3 まちの魅力を高める
文化芸術の推進に係る情報発信

調布市の文化芸術に関する状況

文化芸術活動に関する市民アンケート調査結果

５２．５％ １３．３％

５５．７％２６．３％

計画策定の背景と趣旨 

推進体制

施策を推進するに当たっての視点

計画の位置付け

「豊かな芸術文化・ 
スポーツ活動を育む 
まちづくり宣言」ロゴマーク
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進行管理
本計画を着実に推進するため，ＰＬＡＮ

（計画），ＤＯ（遂行），ＣＨＥＣＫ（評価・
分析），ＡＣＴＩＯＮ（改善）のＰＤＣＡマネ
ジメントサイクルによる行政評価と連動し
た計画の進行管理を推進します。
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基本的な考え
誰もが，年齢，性別，障害の有無，国籍，
経済的な状況などにかかわらず，多彩な文化芸術を
鑑賞，参加・体験し，豊かな心を涵養し，創造性を育むことが
できる環境づくりを推進します。文化芸術活動を通じて，
すべての人々が，それぞれの個性を尊重しながら，
相互に理解と共感を深められる共生社会の充実を目指します。

基本的な考え
市内にある文化財，長年にわたり育まれてきた
伝統芸能や文学・映画・工芸・絵画等の
各分野における文化人など，地域ゆかりの
文化資源や歴史・文化遺産を保存・活用
することにより，次の世代に継承し，まちに対する
愛着を醸成し，地域の活性化を推進します。

基本的な考え
調布市文化・コミュニティ振興財団や
調布市文化協会に加え，協定締結大学，
協定締結団体など，多様な関係団体との連携の下，
調布ならではの文化資源を活用した特色ある
文化芸術を推進します。また，とりわけ若年層を中心とした，
地域文化の次代の担い手の育成を図ります。

基本的な考え
文化芸術により生み出される多様な価値やその意義に鑑み，
文化芸術に関する施策の推進に当たっては，
観光，まちづくり，国際交流，福祉，教育その他の
関連分野における各施策との有機的な連携を図ることで，
各関連分野における文化芸術を活用した新たな
付加価値の創造や課題解決に向けた取組を推進します。

基本的な考え
調布ならではの多彩な文化芸術の魅力や付加価値をはじめ，
文化芸術を活用した他の関連分野との取組について，
対象者の年代に応じた各種広報媒体の活用や
国際交流分野との連携の下，市内外（国外含む）へ向けた
効果的な発信を推進します。
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将来像

1施策

2施策

3施策

4施策

5施策

調布市パラアート展

調布よさこい×パラアート展

新たなグリーンホールの整備検討

クリエイティブリユースでアート

１
鑑賞機会の充実
誰もが文化芸術に触れる機会の充実
に取り組みます。

３
文化芸術を通した
共生社会の充実
文化芸術を通して，市民一人一人が
多様性を尊重し，相互理解が促進さ
れる機会の充実に取り組みます。

文化芸術活動の場となる
環境整備
市民の文化芸術活動の拠点である文
化施設を，誰もが安全・安心して快適
に利用することができる施設整備を
推進します。

２
参加（体験・創造）機会
の充実
誰もが気軽に文化芸術の体験や創造
ができる機会の充実に取り組みます。
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文化芸術に関する施策の推進に当たっては，
観光，まちづくり，国際交流，福祉，教育その他の
関連分野における各施策との有機的な連携を図ることで，
各関連分野における文化芸術を活用した新たな
付加価値の創造や課題解決に向けた取組を推進します。

基本的な考え
調布ならではの多彩な文化芸術の魅力や付加価値をはじめ，
文化芸術を活用した他の関連分野との取組について，
対象者の年代に応じた各種広報媒体の活用や
国際交流分野との連携の下，市内外（国外含む）へ向けた
効果的な発信を推進します。
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調布市パラアート展

調布よさこい×パラアート展

新たなグリーンホールの整備検討

クリエイティブリユースでアート

１  

鑑賞機会の充実
誰もが文化芸術に触れる機会の充実
に取り組みます。

３  

文化芸術を通した 

共生社会の充実
文化芸術を通して，市民一人一人が
多様性を尊重し，相互理解が促進さ
れる機会の充実に取り組みます。

4  

文化芸術活動の場となる 

環境整備
市民の文化芸術活動の拠点である文
化施設を，誰もが安全・安心して快適
に利用することができる施設整備を
推進します。

２  

参加（体験・創造）機会 

の充実
誰もが気軽に文化芸術の体験や創造
ができる機会の充実に取り組みます。
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1  

文化財の保存と活用
市内の文化財の保存と活用を図ることで，
地域の活性化を図ります。

2  

地域ゆかりの歴史・文化を生かした 

事業の展開
郷土の歴史・文化遺産や地域ゆかりの著名人の
文化・芸術活動を生かした事業を展開することで，
市民誰もが，身近な歴史・文化に親しむ機会の
充実につなげます。

3  

市ゆかりの文化人を生かした取組
調布市ゆかりの文化人，アーティストを生かし，
調布ならではの文化の創造と継承を図っていきます。
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3施策

１
調布ならではの文化芸術を活用した
まちのにぎわいの創出
調布ならではの独自の文化芸術を創造するほか，市のＰＲ，
にぎわいづくりにつなげていきます。
加えて，産学官民の知見や特性を生かした，関連分野にお
ける文化芸術の活用による課題解決を図っていきます。
また，文化芸術に関連した機関・団体と連携するほか，
各関係部による庁内検討体制の下，行政評価と連動した
計画の進行管理を行いながら，施策を推進します。

多文化共生の推進に向けた取組
国際交流センターや関係機関等との連携の下，国籍や民
族などの異なる人々が，互いの文化の違いを認め合いなが
ら，地域でともに暮らしていくことができる多文化共生の
地域づくりを推進します。

調布市では，文化芸術の推進による共生社会の充実に向けて，多様な主体との連携により，多彩な
アートとの出会いを通じて「パラハートちょうふ」を広める取組を実施しています。
平成２９年度から調布市福祉作業所等連絡会と共催で，各作業所等で活動されている方々のアート
作品を展示する「調布市パラアート展」をはじめ，令和５年度には「調布市パラアート展」の応援企
画として「ビッグハートプロジェクト」と題し，市内福祉団体に加え，調布ゆかりのアーティストやプ
ロスポーツチームなど，様々な分野から多くの方々に参加・協力いただき，大型アート作品を完成さ
せました。令和６年度は，１０月６日の世界脳性まひの日にあわせ，グリーンホールの館外を脳性ま
ひの日のシンボルカラーであるグリーンにライトアップしたり，調布シネサロンでバリアフリー上映
会を開催するなど，様々な取組を行っています。

１
調布ならではの文化芸術の魅力の
多様なコンテンツを活用した
市民向け，市外向け発信
市報や市ホームページを中心に，調布ならではの文化芸術
の魅力を広く発信していきます。

1  

調布ならではの文化芸術の創造， 
人材育成の実施
地域における多様な主体と連携した文化芸術の創造
や担い手としての人材育成に取り組みます。

2  

関係団体と連携した取組の推進
関係団体との連携の下，調布ならではの地域文化を
育みます。また，生涯を通じて文化芸術活動を楽しむ
ことができるよう，生涯学習との施策横断的な視点で
取り組みます。

国史跡下布田遺跡整備事業の推進 鉄道敷地跡地整備

調布国際音楽祭
海外の大学と連携した取組

パラハートちょうふ ｍｅｅｔｓ ＡＲＴ 
特設サイト

出前授業

ゲゲゲ忌
©水木プロ

調布国際音楽祭
フェスティバル・オーケストラ

事業特設サイト

市ホームページ

おらほせんがわ夏まつり

関
か ん

連
れ ん

分
ぶ ん

野
や

との有
ゆ う

機
き

的
て き

な連
れ ん

携
け い

による
文
ぶ ん

化
か

芸
げ い

術
じ ゅ つ

の推
す い

進
し ん

市
し

内
な い

外
が い

に向
む

けた
文
ぶ ん

化
か

芸
げ い

術
じ ゅ つ

の魅
み

力
り ょ く

の
効
こ う

果
か

的
て き

な発
は っ

信
し ん

施策

施策

コラム



文化財の保存と活用
市内の文化財の保存と活用を図ることで，
地域の活性化を図ります。

地域ゆかりの歴史・文化を生かした
事業の展開
郷土の歴史・文化遺産や地域ゆかりの著名人の
文化・芸術活動を生かした事業を展開することで，
市民誰もが，身近な歴史・文化に親しむ機会の
充実につなげます。

市ゆかりの文化人を生かした取組
調布市ゆかりの文化人，アーティストを生かし，
調布ならではの文化の創造と継承を図っていきます。
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施策

１  

調布ならではの文化芸術を活用した 

まちのにぎわいの創出
調布ならではの独自の文化芸術を創造するほか，市のＰＲ，
にぎわいづくりにつなげていきます。
加えて，産学官民の知見や特性を生かした，関連分野にお
ける文化芸術の活用による課題解決を図っていきます。
また，文化芸術に関連した機関・団体と連携するほか，
各関係部による庁内検討体制の下，行政評価と連動した
計画の進行管理を行いながら，施策を推進します。

2  

多文化共生の推進に向けた取組
国際交流センターや関係機関等との連携の下，国籍や民
族などの異なる人々が，互いの文化の違いを認め合いなが
ら，地域でともに暮らしていくことができる多文化共生の
地域づくりを推進します。

調布市では，文化芸術の推進による共生社会の充実に向けて，多様な主体との連携により，多彩な
アートとの出会いを通じて「パラハートちょうふ」を広める取組を実施しています。
平成２９年度から調布市福祉作業所等連絡会と共催で，各作業所等で活動されている方々のアート
作品を展示する「調布市パラアート展」をはじめ，令和５年度には「調布市パラアート展」の応援企
画として「ビッグハートプロジェクト」と題し，市内福祉団体に加え，調布ゆかりのアーティストやプ
ロスポーツチームなど，様々な分野から多くの方々に参加・協力いただき，大型アート作品を完成さ
せました。令和６年度は，１０月６日の世界脳性まひの日にあわせ，グリーンホールの館外を脳性ま
ひの日のシンボルカラーであるグリーンにライトアップしたり，調布シネサロンでバリアフリー上映
会を開催するなど，様々な取組を行っています。

１  

調布ならではの文化芸術の魅力の 

多様なコンテンツを活用した 

市民向け，市外向け発信
市報や市ホームページを中心に，調布ならではの文化芸術
の魅力を広く発信していきます。

調布ならではの文化芸術の創造，
人材育成の実施
地域における多様な主体と連携した文化芸術の創造
や担い手としての人材育成に取り組みます。

関係団体と連携した取組の推進
関係団体との連携の下，調布ならではの地域文化を
育みます。また，生涯を通じて文化芸術活動を楽しむ
ことができるよう，生涯学習との施策横断的な視点で
取り組みます。

国史跡下布田遺跡整備事業の推進 文化発信ゾーン
鉄道敷地跡地の整備

調布国際音楽祭
海外の大学と連携した取組

パラハートちょうふ ｍｅｅｔｓ ＡＲＴ 
特設サイト

出前授業

ゲゲゲ忌
©水木プロ

調布国際音楽祭
フェスティバル・オーケストラ

事業特設サイト

市ホームページ
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